
蘇
詩
注
釈
書
と
し
て
の

『
四
河
入
海
』

王

連
旺

は
じ
め
に

『
題
、
何
入
海
‘
一
』
と
は
天
文
三
年

三
四
)
、

五
山
の
笑
雲
清
三
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
蘇
載
の
詩
歌
に
注
釈
を
加
え
た
抄
物
資
料

で
あ
り
、

そ
の
由
来
は
大
岳
周
崇
の

『
翰
苑
遺
芳
』
、

瑞
渓
周
鳳
の

『
挫
説
』
、

万
里
集
九
の

『
天
下
白
』
、

韓
智
朗
が
桃
源
瑞
仙
の

講
義
録
を
纏
め
た
『
一
韓
聴
書
』

の
自
主
日
を
集
め
、

更
に
笑
雲
清
三
自
家
の
説
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

中
田
祝
夫
は
『
抄
物
大
系
別
刊
・
四
河
入
海
』

σ〉

「
解
説

に
お
い
て
、

『
四
河
入
海
』

の
書
名
の
由
来
、

『
四
河
入
海
』

の
成
立
、

底
本
と
の
関
係
、

先
行
注
釈
書
、

諸
テ
キ
ス
ト
と
の
異
同
、

諸
本
の
訓

と
そ
の

義
、
『
西
河
入
海
』
に
関
す
る
諸
学
僧
の
略
伝
、

『
西
河
入
海
』
関
係
年
譜
と
い
っ
た
各
方
面
に
わ
た
る
記
述
が
さ
れ
て
お
り
、

『
四
河
入
海
』
研
究
の
基
礎
を
築
い
た
と
一
一
呂
っ
て
よ
い
。

な
お
、

一
九
七

O
年
か
ら
七
二
年
に
か
け
て
、

中
田
祝
夫
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
た
訓
点
付
き
の

『
抄
物
大
系
別
刊
・
白
河
入
海
』
全

十
二
冊
は
、

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
古
木
活
字
版
、

及
び
隠
見
正
雄
・
大
塚
光
信
編
集
の
訓
点
・
書
き
込
み
の
な
い

=弓

抄
物

資
料
集

成
ょ
』
全
五
巻
は
、
宮
内
庁
主
田
綾
部
所
蔵
の
古
木
活
字
版
ょ
の
リ
プ
リ
ン
ト
版
と
し
て

名
で
あ
る
。

日
本
語
史
研
究
者
の
整
理
に
よ
っ

て、

一
九
七

0
年
代
最
初
の
段
階
で
多
く
の
研
究
者
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

今
で
は
更
に
、

国
立
国
家
図
書
館
所
蔵
の
古
木

活
字
絞
『
西
河
入
海
』
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
、

広
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

『
四
河
入
海
』

σ〉
本

文

及
び
注
釈
に
は
多
く
の
訓
点
が
付
さ
れ
て
お
り
、

室
町
時
代
の
口
語
で
解
説
し
た
部
分
も
多
数
あ
る
こ
と

蘇
詩
注
釈
書
と
し
て
の
『
山
河
入
海
』
(
王

四
九
真
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か
ら
、

従
来
の
研
究
で
は
、

中
世
日
本
語
研
究
に
お
い
て
重
要
な
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
。

一
方
で
、
蘇
詩
注
釈
書
と
し
て
の

『
四
河
入
海
』

の
研
究
に
関
し
て
は
、

ま
だ
ま
だ
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
一
九
六
五
年
、

小
川
環
樹
・
倉
田

淳
之
助
両
氏
が

『
翰
苑
遺
芳
』

か
ら
散
逸
し
た
南
宋
の
越
次
公
注
、

施
注
を
輯
侠
し
て
お
り
、

こ
れ
は
二
十
世
紀
の
蘇
詩
研
究
史
に
お

け
る
重
要
な
成
果
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
『
翰
苑
遺
芳
』
以
外
の
三
主
間
に
あ
っ
て
も

超
次
公
注
は
残
さ
れ
て
お
り
、

『
四
河
入

海
』
の
輯
侠
作
業
は
ま
だ
ま
だ
全
面
的
と
は
言
い
難
い
。

小
川
環
樹
・
山
本
和
義
の

そ
れ
も
合
注
本
全
五
十
巻
の
う
ち
、
十
六
巻
ま
で
し
か
完
成
し
て
い
な
い
。
な
お
、

『
蘇
東
城
詩
集
ぷ
は

『
四
河
入
海
』

の
注
釈
を

多
く
参
照
し
て
い
る
が
、

中
国
に
お
け
る
『
四
河

入
海
』
に
関
す
る
研
究
は
一
九
八

0
年
代
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
の
、

い
ま
だ
に
書
誌
紹
介
の
段
階
に
止
ま
っ
て
お
り
、

『
四
河
入
海
』

自
体
に
関
す
る
研
究
が
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
よ
o

本
稿
は
、

中
国
と
日
本
と
に
お
け
る
蘇
詩
批
評
の
流
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
、

『
四
、
再
入
海
』

の
体
例
、

特
色
に
つ
い
て
分
析
す
る
。

蘇
詩
注
釈
の
流
れ
に
お
け
る
『
西
河
入
海
』

蘇
戦
(
一

O
三
七
(
)
一

一
O
こ
、
字
は
子
権
、

号
は
東
城
居
士
。

眉
州
眉
山

(
四
川
省
眉
山
市
)

の
人
。
蘇
軟
の
別
集
に
は
、

『
銭

塘
集
』
、

『
超
然
集
』
、

『
黄
楼
集
』
、

『
東
城
集
』
な
ど
、

ま
た

『
南
行
集
』

(
蘇
淘
親
子
三
人
の
詩
歌
総
集
)

な
ど
が
あ
る
。

そ
れ
ら
は

蘇
軟
の
生
き
て
い
る
う
ち
に
既
に
刊
行
さ
れ
、

一
世
を
風
際
し
、

今
な
お
二
八

O
O
首
以
上
が
現
存
し
て
い
る
。

現
存
す
る
最
も
古
い
蘇
詩
の
テ
キ
ス
ト
は
所
謂
『
東
城
七
集
』

で
あ
り
、

詩
の
大
部
分
は
、

『
東
城
集
』
(
全
四
十
巻
)

の
巻
一
か
ら

巻
十
九
冒
頭
、

『
東
坂
後
集
』
(
全
二
十
巻
)

の
巻
一
か
ら
巻
八
冒
頭
、

『
和
陶
集
』
西
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
詩
集
に
は
、

若
干
蘇
載
の
自
注
が
あ
る
も
の
の
、

ほ
か
の
注
釈
は
付
さ
れ
て
い
な
い
。

後
世
に
お
い
て
は
蘇
詩
に
対
す
る
注
釈
は
中
国
の
み
な
ら
ず
、



日
本
を
含
め
て
漢
字
文
化
圏
に
お
い
て
広
く
行
わ
れ
て
き
た
。

五
山
時
代
と
い
う
の
は
、
漢
学
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
期
に
数
多
く
の
蘇
詩
講
義
録
が
出
て
き
た
。
例
え
ば
、

大
岳
周
崇

二

三

四

五

i
一
四
二
三
)

σ〉

『
翰
苑
遺
芳
』
、

厳
中
周
藍

(
一
三
五
九

1
一
四
二
八
)

σ〉

『
東
坂
詩
抄
』

(
散
逸
)
、
惟
肖

得

厳

(
一
三
六

0
1

四
三
七
)

σ〉

『
東
城
詩
抄
』

(
散
逸
)
、

江
西
龍
派

(
?
i
一
四
四
六
)

σ〉

『
続
翠
』

(
散
逸
)

(
『
天
馬
玉
津

抹
』
と
も
一
一
一
一
口
う
)
、
瑞
渓
周
鳳

(
一
三
九
一

i
一
四
七
三
)

σ〉

『
経
説
』
、

万
里
集
九

(
一
四

八

1
一
五

O
七
)
σ〉

『
天
下
白
』
、

韓
智
矧
が
師
匠
の
桃
源
瑞
仙

四
三

0
1
一
四
八
九
)

の
講
義
を
記
録
し
て
編
ん
だ
『
一
韓
聴
書
』

(
『
一
韓
関
幸
一
百
円

『
一
一
韓
翁
聴

幸一一日』

『
蕉
雨
絵
滴
』
と
も
言
う
)

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
講
義
録
は
『
盟
問
入
海
』

の
成
書
の
基
礎
を
築
い
た
。

次
に
、

中
居
に
お
け
る
蘇
詩
注
釈
の
流
れ
を
辿
り
つ
つ
、

『
四
河
入
海
』

は
独
立
し
た
日
本
の
蘇
詩
注
釈
書
で
は
な
く
、

大
き
く
中

国
の
旧
王
本
と
施
注
本
の
二
つ
の
系
統
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
み
る
。

蘇
詩
に
対
す
る
注
釈
は
、

中
国
に
お
い
て
は
、

北
宋
か
ら
南
宋
に
お
け
る
李
厚
、

程
績
、
宋
援
、

越
次
公
ら
の
所
謂

「
四
家
注
」

か

ら
始
ま
る
。

ま
た
、
南
宋
に
歪
つ
て
は
、

五
家
注
、

八
家
注
、

十
家
注
に
発
展
し
、

そ
の
集
大
成
と
も
い
え
る
の
が
、
南
宋
の
王
十
朋

の
名
を
冠
す
る
司
王
状
元
集
百
家
注
分
類
東
城
先
生
詩
』

で
あ
る
。

こ
の
注
釈
書
は
、

詩
歌
の
主
題
に
よ
っ
て
七
十
八
の
門
類
に
分
け

て
お
り
、

「
百
家
注
」

「
類
注
」
、
或
い
は

!日
王
本

な
ど
と
呼
ば
れ
る
。

五
山
禅
僧
た
ち
の
蘇
詩
講
義
に
用
い
ら
れ
た
底
本
も

!日

王
本
」

に
基
づ
い
て
お
り
、

現
行
の

!日
王
本

で
は
散
逸
し
て
い
る
越
次
公
の
注
釈
を
今
に
伝
え
て
い
る
コ
o

ま
た
、

「
旧
王
本
」

と
ほ
ぼ
照
時
代
の
注
釈
書
が
も
う

つ
あ
る
。

そ
れ
は
南
宋
嘉
定
六
年

一
一

一一
¥伊/

に
准
東
(
揚
州
市
)

で

施
元
之
、

顧、
市喜

施
宿
ら
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
『
注
東
坂
先
生
詩
』

で
あ
り
、

そ
の
注
釈
は
、

施
注
、
或
い
は
施
顧
注
と
呼
ば
れ
て

い
る
。

こ
の
注
釈
本
は

日
本
で
は

『
四
河
入
海
』
所
収
の

『
翰
苑
遺
芳
』
に
多
く
引
用
さ
れ
て
お
り
、
陳
振
孫
の

吋
直
一
斎

録
解

題
』
、

馬
端
臨
の

『
文
献
通
考
・
経
籍
考
』
に
著
録
さ
れ
て
は
い
る
が
、

稀
観
書
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
清
代
に
至
っ
て
部
長
萄
ら

蘇
詩
注
釈
世
午
前
と
し
て
の
『
凶
河
入
海
』
(
王
)

五
一
一
員



筑
波
中
国
文
化
論
叢

第
三
十
三
号

0 

四

五

頁

が
宋
刊
『
…
施
顧
注
蘇
詩
』
残
本
に
補
注
を
つ
け
て
刊
行
し
て
い
る
よ
o

以
上
を
み
て
み
る
と
、

日
本
で
編
ま
れ
た
『
四
湾
入
海
』

は
、
先
行
す
る
中
国
の

「
旧
王
本
」

と
施
注
本
と
い
っ
た
重
要
な
蘇
詩
批

評
を
継
承
し
て
い
る
注
釈
書
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
よ
う
。

さ
て
、

『
西
河
入
海
』

の
底
本
は
、

旧
王
本
直
系
の
劉
辰
翁

(
二
三
二

l
一
二
九
四
)

評
批
点
本
・
全

一
十
五
巻
で
あ
る
。
第
一

巻
を

「
巻
一
之
一
」

か
ら

「
巻
一
之
四
」

の
よ
う
に
一
巻
を
四
冊
に
分
け
て
お
り
、

全
百
冊
に
も
達
す
る
膨
大
な
蘇
詩
注
釈
書
で
あ
る
。

冊
ご
と
の
初
出
の
注
釈
は
、

「
翰
苑
遺
芳
云
」

「
腔
説
云
」

「
天
下
白
云
」

二
韓
聴
書
云
」

の
よ
う
に
提
示
し
、

一
度
注
釈
に
用
い
て
か

ら
は
、

「
芳
云
」

「
腔
云
」

「
白
云
」

ヱミ
し一一

の
よ
う
に
略
称
で
提
示
す
る
。

ま
た
、

笑
雲
清
三
の
注
釈
や
案
語
は
、

ご
ニ
云
」
、
或
い

lま

「
三
私
云
」

で
提
示
し
て
行
部
、
或
い
は
枠
外
に
書
き
込
ま
れ
る
場
合
も
あ
る
。

そ
の
注
釈
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
詩
歌
ご
と
に
厳
密

に
み
て
み
る
と
、

題
注
・
作
品
の
構
造
分
析
・
詩
語
や
詩
句
の
解
説
・
校
勘
・
詩
歌
全
体
に
対
す
る
総
評
の
五
つ
の
部
分
か
ら
な
っ
て

い
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
実
例
に
郎
し
て
考
察
を
加
え
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

『
西
河
入
海
』

の
構
造

① 

題
注

題
注
は
題
下
注
と
も
言
い
、

詩
歌
の
題
目
、

或
い
は
詩
歌
の
創
作
時
期
、

場
所
、

人
物
な
ど
に
つ
い
て
注
釈
を
付
け
加
え
る
こ
と
で

あ
り
、

作
品
の
理
解
に
非
常
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

こ
れ
に
近
い
性
質
を
持
っ
て
い
る
の
は
詩
人
自
身
の
詩
序
に
当
た
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
宋
人
の
な
か
で
蘇
詩
題
注
を
詳
し
く
付
け
た
の
は
南
宋
の
施
宿
で
あ
り
、

『
四
河
入
海
』

の
題
注
は
そ
れ
を
継

承
し
な
が
ら
一
層
発
展
さ
せ
て
い
る
。



ま
た
、

詩
歌
に
関
す
る
時
間
・
空
間
・
人
物
・
故
事
な
ど
を
考
証
す
る
際
、

最
も
参
考
に
な
る
の
は
詩
人
の
年
譜
で
あ
る
。
施
宿
の

蘇
詩
題
注
が
好
評
を
得
て
い
る
の
は
、

『
国
史
』
に
よ
っ
て
詳
し
い
年
譜
を
作
成
し
、

そ
れ
を
参
照
し
つ
つ
、

題
注
を
付
け
た
か
ら
で

あ
ろ
う
。

五
山
禅
僧
は
施
注
を
重
要
な
資
料
と
し
て
扱
っ
て
お
り
、

題
注
を
付
け
加
え
る
場
合
に
、

年
譜
を
重
視
す
る
点
で
は
施
宿
と

一
致
し
て
い
る
。

『
四
河
入
海
』

の
題
注
に
は
、

施
宿
の

『
東
城
先
生
年
譜
』
、

何
檎
の

ヲ
ニ
蘇
年
譜
』
、
待
藻
の

『
仙
渓
紀
年
録
』

。〉

引
用
が
頻
繁
に
み
ら
れ
る
。
巻
一
の
三
の

「
十
月
二
日
初
到
恵
州
J

の
題
注
を
見
て
み
よ
う
。

白
-r:. 

『
仙
渓
紀
年
録
』
云
、

「
紹
聖
元
年
甲
成
、
先
生
五
十
九
、

十
月
二
日
到
恵
州
、
輿
此
題
同
」
。
『
施
宿
年
譜
』
記
十
月
不
記

血
〈
王
十
朋
題
下
注
向
。
有
雨
説
、
故
並
録
之
。

日
、
何
檎
『
三
蘇
年
譜
』

-r:. 、

十
月
三
日
到
恵
州
、

一
云
、
賓
ニ
紹
聖
元
年
十
月
三
日
デ
ア
ル
ゾ
。

こ
の
よ
う
に
『
西
河
入
海
』

の
題
注
は
、

概
ね
三
種
類
の
年
譜
を
用
い
て
お
り
、

『
仙
一
保
紀
年
録
』

σ〉

「
十
月
二
日
」
、

『
施
宿
年

諮
問
』

σ〉

「
記
十
月
不
記
日
」
、

『
三
蘇
年
譜
』

。〉

「
十
月
三
日
」

と
い
っ
た
異
説
を
併
記
す
る
。

ま
た

五
山
禅
僧
の
見
解
も
し
ば
し
ば

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

さ
き
に
引
用
し
た
詩
と
同
時
期
に
判
制
作
さ
れ
た
巻
五
の
四
の

「
遊
博
羅
香
積
寺
並
引
ご
む
」

の
題
注
を
見
て
み
よ
う
。

『
翰
苑
遺
芳
』

云
、
恵
州
作
。

吋
天
下
白
』
云
、

紹
聖
元
年
甲
成
十
月
二
日
部
恵
州
、

『
三
蘇
年
譜
』
作
十
月
三
日
、

恐
傍
宕
伺
誤
致
。

此
詩
紹
聖
三
年
丙
子
先
生

六
十
一
、

春
之
作
品
。

蘇
詩
注
釈
書
と
し
て
の
『
山
河
入
海
』
(
王

五
三
頁
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「
十
月
二
日
初
到
恵
州
」

の
題
注
と
同
じ
よ
う
に
異
説
を
並
べ
挙
げ
、

の
題
注
に
お

「
遊
博
羅
香
積
寺
並
引
」

更
に
は

異
同
の
理
由
に
つ
い
て

十
三
経
、

い
て
は

「
恐
停
窮
誤
致
。

此
詩
紹
聖
三
年
丙
子
先
生
六
十
一
、

正
史
の
ほ
か
、
『
東
都
事
絡
』
?
一
一
一
口
行
録
』
『
続
資
治
通
鑑
長
編
』

春
之
作
自
」

と
自
身
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
。

人
物
に
関
す
る
注
釈
と
し
て
引
用
さ
れ
る
の
は
、

な
お
、ま

た
、

『
宋
元
通
鑑
』
な
ど
が
頻
繁
に
見
ら
れ
る
。

地
名
・
楼
閣
・
史
跡
と
い
っ
た
場
所
の
注
釈
は
、
『
翰
墨
全
幸
一
一
回
』
『
方
輿
勝
覧
』
『
太
平
御
覧
』
『
杭
州
図
経
』
『
威
淳
臨
安

中
国
の
地
理
に
対
す
る
関
心
が
非
常
に
高
い
こ
と
が
窺
え
る
。
「
望
湖
亭
ご
一
」
を
挙
げ
て
み
て
み
よ
う
。

士
山
』
な
ど
に
拠
っ
て
お
り
、

八
月
渡
長
湖

斎
候
苦
肉
象
疏

秋
風
片
帆
急

暮
義
一
山
孤

許
圏
、
心
猶
在

康
時
術
己
虚

限
峨
家
苗
円
里

投
老
得
蹄
無

八
月

長
湖
を
渡
る

薪
後

万
象
疏
な
り

秋
風

片
帆
急
、
ぎ

暮
霜

一
山
孤
な
り

国
に
許
し
て
心
猶
お
在
り

時
を
康
く
す
術
巳
に
虚
し

眠
峨
の
家

万
里

投
老

帰
る
を
得
る
や
無
や

る
。
『
四
河
入
海
』

蘇
載
は
多
く
の
地
域
で
活
動
し
た
め
、

五
山
禅
僧
た
ち
は
こ
の
点

彼
の
詩
に
現
れ
る
望
湖
亭
が
一
体
ど
こ
を
指
す
か
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
考
一
証
が
必
要
で
あ

の
重
要
な
参
考
資
料
と
な
る
南
宋
期
の
注
釈
に
は
、

一
切
指
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、



を
明
ら
か
に
す
る
試
み
を
行
っ
た
。

ま
ず
、
『
天
下
白
』
の
注
釈
を
引
用
す
る
。

『
護
翠
』

3ミ

不
知
何
慮
。
雄
杭
州
有
望
湖
望
海
之
名
、

皆
棲
而
非
亭
。
『
勝
覧
』
等
亦
不
載
之
。
嚢
揚
亦
有
望
海
亭
、

佳一望一

湖
亭
。

佳…詔一ヨ、

北
蹄
三
亦
不
記
何
慮
。

万
里
集
九
は
江
西
龍
一
以
の

『
続
翠
』
を
引
用
し
て
、

「
『
続
翠
』
に
云
う
、

何
処
知
ら
ず
」

と
判
断
し
、

ま
た

「
杭
州
に
望
湖
、

望
海

の
名
有
る
も
、
皆
楼
に
し
て
、
亭
に
非
ず
。
『
勝
覧
』
等
亦
た
之
を
載
せ
ず
。
褒
陽
に
亦
た
望
海
亭
有
る
も
、

望
湖
亭
無
し
。
蕉
雪
、

北
禅
も
亦
た
何
れ
の
処
に
あ
る
か
を
記
さ
ず
」

と
分
析
し
て
い
る
。

こ
の
注
釈
を
見
て
み
る
と
、

万
里
集
九
の
意
識
で
は
、

「
望
湖

亭
」
が
杭
州
に
位
置
す
る
も
の
と
推
、
測
し
て
い
る
が
、
『
方
血
(
勝
覧
』
な
ど
の
地
方
志
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、

問
題
点
を
提
示
す
る
に
止
め
て
い
る
。

拠
は
一
不
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
清
の
査
慎
行
に
拠
る
と
、

一
方
で

司
一
韓
穂
吾
一
一
回
』

iま

「
此
望
湖
亭
ハ
在
湖
州
道
場
山
ト
云
ゾ
」

と
注
し
て
い
る
が
、

本長

こ
の
望
湖
亭
は
南
康
の
呉
城
山
に
あ
り
、

湖
は
重
湖
で
る
こ
と
が
考
証
さ

れ
て
い
る
。
査
注
一

u

を
見
て
み
よ
う
。

『
江
西
志
』
、

「
南
日
日
央
城
騨
、

有
田
犬
城
山
、

山
有
望
識
亭
」
。

周
燈
『
清
波
雑
志
』
、

信
歩
至
山
槻
一
寺
、
軒
名
重
湖
、 「

紹
興
辛
酉
、

煙
随
侍
之
郵
陽
、

至
南
康

揚
瀬
左
姦
失
舟
、

老
幼
僅
以
身
免
。

小
泊
沙
際
候
易
舟
、

梁
間
一
木
紳
、

乃
蘇
内
翰
留
題
、

登

楊
観
之
、

即
「
八
丹
波
重
湖
」
一
五
云
。
」

(
『
江
西
志
』
、

「
南
呂
田
の
呉
城
緯
に
、

呉
城
山
有
り
、

山
に
望
湖
亭
有
り
」
、

と

周
煙
の

『
清
波
雑
志
』
に

「
紹
興
辛
酉
、

煙
、
侍
し
て
随
い
て
郵
陽
に
之
か
ん
と
し
、
南
康
に
至
る
。
揚
澱
左
義
、

船
を
失
い
、

老
幼
、

僅
か
に
身
を
以
て
免
る
。

砂
際
に
小
泊
し
、

船
を
易
え
る
を
候
ち
、

歩
に
信
か
せ
て
山
根
の
一
寺
に
至
る
。
軒
「
重
湖
」

な
る
名

蘇
詩
注
釈
蓄
と
し
て
の
『
山
河
入
海
』
(
王

五

五
頁
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あ
り
。

梁
間
の
一
木
牌
、

乃
ち
蘇
内
翰
の
留
題
な
り
。
楊
に
登
り
て
之
を
観
、

E!P 
ち

「
八
月
重
湖
を
渡
る
」

一
五
々
」
、

と
)
。

査
注
に
従
え
ば
、

山
禅
僧
の
考
証
は
誤
り
で
あ
る
が
、

「
杭
州
に
望
湖
、

望
海
の
名
有
る
も
、

皆
楼
な
り
、
亭
に
非
、
ず
」

と
述
べ

て
お
り
、

少
な
く
と
も

「
望
湖
楼
」

「
望
海
楼
」

の
存
在
を
肯
定
し
、

「
望
湖
亭
」
な
ど
の
存
在
を
き
っ
ぱ
り
と
否
定
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
注
釈
者
の
杭
州
に
対
す
る
地
理
認
識
の
高
さ
が
認
め
ら
れ
よ
う
。

② 

作
品
の
構
造
分
析

詩
歌
の
注
釈
は
、
概
ね
典
拠
や
字
句
の
解
説
を
重
ん
じ
て
お
り
、

作
品
全
体
を
評
価
す
る
場
合
に
は
、

批
占

或
い
は
詩
話
の
形
式

を
用
い
る
こ
と
が
多
い
。

し
か
し
、

『
四
河
入
海
』
に
引
用
さ
れ
る
越
次
公
の
注
釈
に
お
い
て
一
部
の
作
品
に
は
、

内
容
に
よ
っ
て
段

落
を
分
け
る
形
式
を
採
っ
て
い
る
こ
と
は
、

瑞
渓
周
鳳
は

「
刻
格
子
瑞
渓
腔
説
叙
」

に
お
い
て
、

「
長
篇
分
段
蓋
擬
趨
次
公
社
詩
之
解

也
」
と
述
べ
て
い
る
通
り
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
五
山
禅
僧
ら
は
越
次
公
の
注
釈
の
あ
り
方
を
継
承
し
て
、

こ
の
形
式
を
普

一
遍
的
に
用
い
て
い
る
。

た
と
え
ば
絶
句
と
い
っ
た
短
詩
の
場
合
は
、
作
品
全
体
に
対
し
て
分
析
を
加
え
、
律
詩
と
古
詩
の
場
合
は
、

詩

歌
の
内
容
に
よ
っ
て
幾
つ
か
の
部
分
に
分
け
て
説
明
を
加
え
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

「
懐
西
湖
寄
晃
美
叔
同
年

を
例
と
し
て
見
て

み
よ
う
。

西
湖
天
下
景

西
搬
は
天
下
の
景

謀
者
無
愚
賢

遊
者

愚
賢
と
無
く



浅
深
随
所
得

誰
能
識
其
全

嵯
我
本
狂
直

早
漏
世
所
指

濁
専
山
水
梁

付
血
〈
寧
非
天

三
百
六
十
寺

幽
尋
遂
窮
年

所
至
得
其
妙

心
知
口
難
惇

歪
今
清
夜
夢

耳
目
絵
芳
鮮

君
持
使
者
節

風
采
燦
雲
煙

清
流
血
〈
碧
轍

{
女
肯
矯
君
妨

胡
不
扉
騎
従

暫
借
僧
楊
限

浅
深
得
る
所
に
随
う

誰
か
能
く
其
の
全
を
識
ら
ん

瑳

我

れ

本

と

狂

亘

早
に
世
の
情
つ
る
所
と
為
る

独
り
山
水
の
楽
し
み
を
専
ら
に
す

付
与
す
る
こ
と
寧
ろ
天
に
非
ざ
ら
ん
か

三
百
六
十
の
寺

幽

し
て
遂
に
歳
を
窮
む

至
る
所
主
ハ
の
妙
を
得
る
も

心
に
知
り
て

口

伝

え

難

し

今
に
至
る
ま
で
清
夜
の
夢

耳

自

芳

鮮

を

絵

す

君
は
使
者
の
節
を
持
し

風
采
一
位
一
宮
煙
を
燥
さ
ん

清
流
と
碧
憾
と

安
く
ん
ぞ
肯
え
て
君
が
妨
な
ら
ん

胡
ぞ
続
従
を
扉
け
て

暫
く
僧
楊
を
借
り
て
眠
ら
ざ
る

蘇
詩
注
釈
書
と
し
て
の
『
間
河
入
海
』
(
王

五
七
頁
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涼
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煩
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策
杖
無
道
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直
造
意
所
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一
熔
逢
古
漁
父

葦
問
自
寅
縁

間
道
若
有
得

国
貝
魚
勿
論
銭
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こ
の

詩
は
、
蘇
執
が
密
州
の
任
に
あ
っ
た
時
期
の
作
品
で
あ
る
。
蘇
載
は
日
兆
美
叔
と
と
も
に
、

及
第
の
進
士
の
同
年
で
あ
る
こ
と
を
題
し
て
お
り
、

嘉
佑
二

我
が
壁
間
の
詩
を
読
ま
ば

清
涼
煩
煎
を
洗
わ
ん

杖
を
策
き
て
道
路
と
無
く

直
ち
に
意
の
便
と
す
る
所
に
造
れ

応
に
古
の
漁
夫
に
逢
う
べ
し

葦
関
に
自
ら
寅
縁
す

道
を
問
う
て
若
し
得
る
有
ら
ば

魚
を
買
い
て
銭
を
論
ず
る
勿
れ

「
懐
西
湖
寄
晃
美
叔
同
年
」

年
(
一

O
五
七
)

両
者
の
交
遊
は
親
密
な
も
の
で
あ
っ
た
。

さ
て
、

万
里
集
九
は
詩
歌
全
体
の
構
成
に
つ
い
て
、

西
湖
の
美
し
い
風
景
を
描
写
し
て
お
り
、

一
段
」

「
白
云
、

三
段
、

「瑳」

起
句
下
四
句
一
段
、

下
十
句
一
段
、

そ
れ
に
即
し
て
い
え
ば
、

と
分
析
し
て
い
る
。

一
段
落
自
で
は

杭
州
通
判
を
勤
め
た
時
期
に
日
々
山
水
を
楽
し
み
、

山
水
趣
味
を
強
調
し
な
が
ら
う
た
っ
て
い
る
。

今
に
な
っ
て
も
そ
の
新
鮮
さ
を
覚
え
て
い
る
こ
と
を
う
た
い
、

桃
源、
瑞
仙
は

て
、
自
分
の
生
活
方
式
を
親
友
の
晃
美
叔
に
薦
め
、

自
身
の
憧
僚
と
し
て
一
段
落
自
の
西
湖
の
風
景
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

一
韓
関
書
云
、

西

(
湖
天
下
景
)

天
下
ノ
景
ニ
杭
州
ノ
西
湖
ホ
ド
面
白
処
ハ
ナ
イ
ゾ
。

サ
ル
程
二
、

「
君
」

下
十
四
勾

二
段
落
自
で
は
、

三
段
落
自
に
お
い

愚
ト
無
ク
賢
ト
無
ク
遊



バ
ヌ
者
ハ
ナ
イ
ゾ
。

今
、
在
京
ノ
者
ニ
清
水
寺
エ
マ
イ
ラ
ヌ
モ
ノ
ナ
イ
類
ゾ
。

サ
ル
程
二
、

イ
カ
ナ
者
モ
西
潟
ニ
遊
、
、
ソ
。

其
ノ
境

致
ノ
浅
処
ヲ
モ
、

深
処
ヲ
モ
、

各
々
、

人
々
ノ
コ
ノ
ミ
ミ
テ
遊
テ
見
テ
、

ト
ル
ゾ
。

誰
デ
マ
リ
三
、

境
致
ノ
浅
深
ト
モ
ニ
、

ズ
ツ

ト
ヲ
、

全
ク
識
ル
人
ハ
ナ
イ
ゾ
。

レ
し
た
寸
¥
、

ιμ
ニ
一
一
ロ
ノ

域
密
州
ニ
在
リ
杭
州
ノ
事
ヲ
思
テ
寄
ス
ル
詩
ナ
レ
バ
、

カ
ウ
云
ゾ
。

桃
源
瑞
仙
は
、

無
論
杭
州
に
訪
れ
た
経
験
は
無
い
が
、

清
水
寺
と
西
湖
と
を
類
比
し
な
が
ら
、

西
湖
周
辺
の
風
景
、

更
に
は
遊
覧
す

る
人
々
の
様
子
を
想
起
し
て
い
る
。

し
か
も

こ
の
想
像
は
単
な
る
表
層
的
な
比
較
で
は
な
く
、

両
者
の
本
質
的
な
共
通
点
と
し
て
指

摘
し
て
い
る
。

即
ち
第

一
句
の

「
西
湖
天
下
景
、

謀
者
無
愚
賢
」

に
お
い
て

天
下

の
風
景
で
あ
っ
て
も
、

患
者
も
遊
べ
ば
賢

者
も
遊
ぶ
こ
と
を
う
た
い
、

ま
た

「
浅
深
随
所
得
、

誰
能
識
其
全
」

と
そ
れ
が
ど
れ
ほ
ど
す
ば
ら
し
い
も
の
か
は
見
る
者
次
第
、

す

べ
て
を
知
り
尽
く
せ
る
人
は
あ
り
得
な
い
と
う
た
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、

杭
州
の
西
湖
に
広
が
る
嵐
景
と
日
本
の
京
都
の
清
水
寺
を

結
び
付
け
る
こ
と
で
、

日
本
の
読
み
手
に
親
近
感
を
与
え
る
よ
う
な
主
体
的
な
態
度
で
解
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

③ 

校
勘

南
宋
の
部
博
は
『
問
問
見
後
録
』
に
お
い
て
、

「
蘇
仲
虎
言
、

有
以
澄
心
紙
求
東
城
主
回
者
。
令
仲
虎
取
京
都
印
本

「
東
坂
集
」

議
主:

中

土
コ
リ
、

-コ
-nH

即
書
之
、

至

「
透
城
歳
莫
多
風

強
産
香
穆
血
(
君
別
」
、

東
坂
閣
筆
怒
目
仲
虎
云
、

汝
便
道
香
隊
。
仲
虎
驚
催
、

久
之
、

方
向
覚

印
本
誤
以

「
春
闘
惨
」
矯
「
香
鯵
」

也‘一色」

と
記
述
し
て
い
る
。

「
漫
城
歳
莫
多
風
雪
、

強
摩
香
開
館
血
〈
君
別
」

lま

「
送
八
世
田
仲
錫
通
判
如
京

ア巾
'戸ロ

の
中
の
二
句
で
あ
る
。

こ
の
記
述
か
ら
み
れ
ば
、
蘇
軟
の
詩
歌
は
彼
が
生
き
て
い
た
時
期
に
す
で
に
文
字
の
異
同
が
出
て
き
た
。

従
っ
て
、
南
宋
の
注
釈
者
は
蘇
詩
の
校
勘
に
苦
心
し
て
い
た
。

伊j

え

ば

施
注
本
は
墨
蹟
や
石
刻
資
料
を
多
く
用
い
て
お
り
、

優
れ
た

蘇
詩
注
釈
蓄
と
し
て
の
『
四
阿
入
海
』
(
王
)

五
九
頁
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校
勘
作
業
を
加
え
た
之
さ

南
宋
の
注
釈
者
と
向
様
に
、

五
山
禅
僧
も
校
勘
を
重
視
し
て
い
る
。
『
四
河
入
海
』

は
幅
広
い
校
勘
材
料
を
用
い
て
い
る
。

一
次
資

料
と
し
て
宋
刊
『
東
城
集
三
』
『
東
城
文
集
d
c

』
『
大
全
集
長

M

一
』
『
東
域
別
集
日
』
『
烏
台
詩
案
d
』
な
ど
を
用
い
て
い
た
以
外
、
宋
元
刊
の

注
釈
書
も
多
く
参
照
し
て
い
る
。

侶
王
本
系
統
の
テ
キ
ス
ト
の
場
合
、

宋
刊
侶
王
本
を

「
無
批
語
本

「
無
批
語
唐
本
ゴ

冗
版
劉

辰
翁
批
点
本
を

「
増
刊
本
ゴ

「
批
語
本

J

日
本
五
山
版
を

「
和
本
ゴ

「
日
本
本
ゴ

「
日
本
版
ゴ

と
略
称
し
て
い
る
。
宋
刊
施
顧

本
を

「
施
本
ょ
一
」
或
い
は

顧
本

「
顧
氏
本

と
呼
ぶ
。

ま
た

中
国
よ
り
伝
わ
っ
て
き
た
新
し
い
テ
キ
ス
ト
を

「
新
度
唐
本
三
」

ご
耕
渡
増
刊
本

と
称
す
る
。

一
方
、

中
国
に
お
い
て
は
、

あ
ま
り
校
勘
に
採
用
し
な
い
地
方
士
山
や
詩
話
な
ど
も
用
い
て
い
る
。
筆
者
の
初
歩
的
な
統
計
に
よ
れ
ば
、

『
叢
林
盛
事
ョ
』
『
事
文
類
取
来
三
』
『
事
文
類
取
水
続
集

『
漁
隠
叢
話
ょ
∞
』
『
方
輿
勝
覧

『
冷
斎
夜
話
ょ

c

』
『
詩

大
成
ょ
一
』
『
東
京
夢
華

録
ょ

ω

』
な
ど
を
用
い
て
い
る
。

『
西
河
入
海
』

の
校
勘
資
料
は
幅
が
広
く
、

量
が
多
い
。

ま
た
、

旧
王
本
に
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
越
次
公
の
校
勘
を
山
引
用
し
て
い
る
。

先
に
引
用
し
た

「
懐
西
湖
寄
晃
美
叔
同
年
」
詩
第
二
十
六
句

葦
問
自
寅
縁
」

び〉

二
良
縁
」

を
例
と
し
て
見
て
み
よ
う
。

「
寅
縁
」

斗
p

品、

施
本
で
は

「
延
縁

旧
王
本
、
集
本
で
は

「
寅
縁
」

と
作
っ
て
い
る
。
『
天
下
白
』

は
越
次
公
注
を
引
用
し
て
二
字
の
棺
違
の
発
生
と

理
由
を
述
べ
た
。

白
云
注
、

莱
謂
此
注
、

也
日

「

M
T
J

リ
{
子
」
。

血
〈
『
荘
子
』
不
問
、

リ
平
ナ
ヨ
も
外
ー

ユ
コ
ロ

F
E
/
ふ
ト
山
川

「
漁
父
篇
」
。

「
延
縁
」

「
{
良
縁
」

同
意
、

故
先
生
用
之
。

次
公
注
云
、

荘
子
作
「
延
縁
」
、

今
先
生
作
「
寅
縁
」
、

懸
誤
云
云
。

文
選
ノ
形
読
延
縁
ト
、

シ
リ
ゾ
キ
、

カ
エ
ッ
テ
、

『
荘
子
』

間
意
。

(
白
云
の
注
に
、

某
此
の
注
を
謂
い
、

ま
た

「
等
{
子
」

と
日
う
。
『
荘
子
』
と
同
じ
く
せ
ず
、

詳
ら
か
に

「
漁
父
篇
」



見
ゆ
。

「
延
縁
」

「
{
員
縁
」

は
意
を
同
じ
く
す
。

故
に
先
生
は
之
を
用
い
る
。

次
公
注
に
云
う
、

『
荘
子
』
に

「
延
縁
」

に
作
り
、

今
先
生
は

「
{
良
縁
」

に
作
る
。

応
に
誤
り
な
る
べ
し
、

五
々
。

文
選
ノ
形
読
に
延
縁
ト
、

シ
リ
ゾ
キ
、

カ
エ
ッ
テ
、

『
十
壮
子
』

。〉

意
と
同
じ
)
。

『
天
下
白
』
に
引
用
さ
れ
た
越
次
公
注
は
旧
王
本
に
見
え
な
い
所
謂
侠
越
次
公
注
で
あ
る
。

万
里
集
九
は

「
等
字
」

の
概
念
を
以
て

組
次
公
の
注
釈
を
訂
正
し
た
上
で
、

い
わ
ゆ
る
文
選
読
み
を
用
い
て
、

「
寅
縁
」

の
意
味
を

「
退
き
、

帰
っ
て
」

と
通
俗
的
に
解
釈
し

て
い
る
。

『
四
河
入
海
』
に
は
、

詩
の
本
文
に
対
す
る
校
勘
だ
け
で
な
く
、

注
釈
ま
で
も
校
勘
を
行
う
場
合
も
よ
く
あ
る
。

「
坐
上
復
借
韻
送

青
山
風
軍
通
判
葉
朝
奉
」
詩
の
第
一
匂

「
雲
間
踏
白
看
纏
旗
」

σ〉

「
踏
白
」

の
注
釈
に
対
す
る
校
勘
よ
い
を
例
と
し
て
見
て
み
よ
う
。

ま
ず
、

異
伺
の
あ
る
注
釈
を

二
車
中
有
白
馬
、

過
行
師

以
為
先
駆
」

「
軍
中
有
白
馬
、

遇
行
師
、

以
為
先
駆
」

そ
れ
ぞ
れ
並
べ
挙
げ
て
、

「和

本
並
増
刊
校
正
本
又
無
批
語
本
等
皆
作
「
過
」
字
、
新
渡
増
刊
本
部
必
有
作
「
遇
」

北
禅
巳
見
之
、

故
ヱミ

「遇」

可
也
」

と
四
種

類
の
テ
キ
ス
ト
を
比
較
し
て
校
勘
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

④ 

詩
語
や
詩
句
の
注
釈

土
寸
五
口

-
一
コ
ロ
ラ
一
円
H

詩
句
の
注
釈
に
お
け
る
引

資
料
の
傾
向
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
く
。

た
と
え
ば
詩
句
に
対
す
る
一
訓
誌
や
典
故
、
或
い

は
地
名
、

建
築
物
、

人
物
の
考
証
に
は
、

旧
王
本
や
施
注
本
を
参
照
す
る
以
外
に
も
、

『
文
選
』
『
唐
文
粋
』
と
い
っ
た
総
集
類
、

『
翰

墨
全
書
』
『

文
類
紫
外
集
』
『
詩
学
大
成
』
『
古
今
源
流
至
論
』
と
い
っ
た
類
書
、

『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
司
宋
元
通
鑑
』
と
い
っ
た
宋

蘇
詩
注
釈
書
と
し
て
の
『
山
河
入
海
』
(
王
)

六
一

r
貝
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注
に
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
史
書

『
容
斎
随
筆
』
『
清
波
雑
士
山
』
『
者
一
式
臥
紀
談
』
『
東
京
夢
華
録
』
と
い
っ
た
宋
人
の
筆
記
、

『
若
渓
漁

穏
盛
一
夜
話
』
『
詩
人
玉
屑
』
『
路
漢
隠
居
詩
話
』
『
石
林
詩
話
』
『
西
清
詩
話
』
と
い
っ
た
詩
話
、

『
百
川
学
海
』
と
い
っ
た
叢
書
、

『
大
全

本
草
』
と
い
っ
た
医
書
、

『
釈
氏
資
鑑
』
『
五
灯
会
一
冗
』
と
い
っ
た
仏
教
内
典
、

『
荊
楚
歳
時
記
』
『
歳
華
記
一
麗
』
『
建
安
茶
記
』
と
い
っ

た
風
土
に
関
す
る
書
籍
、

『
広
韻
』
『
方
言
』
『
爾
雅
』
と
い
っ
た
字
書
な
ど
を
幅
広
く
引
用
し
て
い
る
。

『
四
河
入
海
』
所
収
の
図
書
の

人
ノ
ト
っ
、

と
り
わ
け
『
天
下
白
』

の
引
書
は
ほ
か
の
三
書
と
比
べ
て
比
較
的
に
量
が
多
く
、

一
掘
が
広
い
。

こ
れ
は
万
里
集
九
の
序
文
に
お

い
て
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

芳
・
腔
・
翠
之
三
部
、

口
廼
坂
集
之
日
月
星
也
。

凡
好
向
学
者
罰
執
不
借
其
絵
光
。

故
粥
論
夏
夷
之
問
、

今
不
悉
録
也
。

口
三
大

老、

若
有
異
説
則
奉
「
某
謂
」

之
二
字
以
判
失
。

加
之
、

史
簿
、

¥

￥
J
じ
、

バ
d~コ一口

土
寸
平
均
、

ニコロ一一一一口

富
一
絵
、

大
林
凡
之
悉
曇
、
扶
桑
之
綴
名
有
益
子
本

集
部
三
大
老
不
載
者
件
件
纂
駕

(
『
翰
苑
遺
芳
』
『
総
説
』
『
続
翠
』

σ〉

と
い
う
の
は
、

ま
る
で
東
坂
詩
集
の
太
揚
・
月
・
星

の
よ
う
で
あ
る
。

全
て
学
問
を
好
む
者
に
お
い
て
そ
の
恩
恵
に
与
ら
な
い
人
は
い
な
い
。

こ
れ
ら
の
三
書
は
広
く
中
国
・
日
本
の

も
の
に
わ
た
る
も
の
で
る
が
、

今
そ
の
す
べ
て
は
採
用
す
る
こ
と
を
し
な
い
。

三
人
の
大
家
に
お
い
て
、

も
し
異
説
が
あ
れ
ば
、

私
は

某

謂
え
ら
く
」

(
「
某
謂
」
)
σ〉

字
を
挙
げ
て
、

私
の
判
断
を
一
不
す
こ
と
と
す
る
。

ま
た
、

史
伝
・
小
説
・
詩
話
・
図

経
・
悉
曇
資
料
、

及
び
日
本
の
資
料
の
う
ち
で
本
書

(
『
天
下
白
』
)

に
益
が
あ
る
も
の
で
、

三
書
の
大
家
が
採
用
し
て
い
な
け
れ

ギ
品
、

本
書
は
全
て
採
用
す
る
こ
と
に
す
る
ま
)
。

万
里
集
九
の
序
文
を
見
れ
ば
、

『
四
河
入
海
』
が
こ
の
よ
う
に
膨
大
な
資
料
を
用
い
て
い
る
こ
と
に
も
首
肯
し
得
る
。

次

「
飲
湖

上
初
晴
後
雨

J
詩
二
首
の
其
二
を
例
と
し
て
詩
語
と
詩
句
の
注
釈
を
見
て
み
よ
う
。



水
光
激
灘
晴
方
好

山
色
空
濠
雨
亦
奇

欲
把
西
湖
比
西
子

淡
政
濃
抹
線
相
{
且

れ
は

「
西
湖
」

歌
の
中
で
こ
の
比
輸
を
用
い
て
い
る
。

を
う
た
っ
た
も
の
で
、

西
潟
真
西
子

畑
樹
貼
眉
目

紙
有
西
淑
似
西
子

故
態
宛
縛
矯
君
容

西
湖
雄
小
亦
商
子

紫
流
作
態
清
市
半

水

光

激

灘

と

し

て

山
色

空
濠
と
し
て

西
湖
を
把
っ
て
西
子
に
比
せ
ん
と
欲
す
れ
ば

淡
粧

雨
も
亦
奇
な
り

晴
れ
て
方
に
好
し

濃

抹

総

べ

て

相

宜

し

西
淑
は
真
の
西
子

煙

樹

眉

目

を

点

す

「
西
子
淑
」

紙
西
湖
の
西
子
に
似
た
る
有
り

の
名
称
は
即
ち
こ
の
詩
に
由
来
し
て
い
る
。
蘇
載
は
そ
の
後
ま
た
三
首
の
詩

「
次
韻
劉
景
文
登
介
亭
」

故
に
応
に
宛
転
君
が
為
に
容
や
つ
く
る
べ
し

西
湖

小

と

錐

も

亦

た

西

子

清
に
し
て
辛

後
小
流
態
を
作
し

蘇
詩
注
釈
世
帯
と
し
て
の
『
問
河
入
海
』
(
主
)

「
次
前
韻
答
馬
忠
玉
」

「
再
次
韻
他
国
麟
新
関
西
淑
」

(
巻
三
十
二
)

(
谷
三
十
一
二
)

(
巻
三
十
五
)

ハ
三
頁



筑
波
中
間
文
化
論
議
第
三
十
三
号

O 

1m 

ハ
四
頁

そ
れ
で
は

「
西
子
」

を
巡
る
諸
テ
キ
ス
ト
の
注
釈
を
見
て
み
よ
う
。

ま
ず
、

「
飲
湖
上
初
晴
後
雨
」
詩
に
お
け
る
旧
王
本
の
越
次
公

注
は
、

「
先
生
詩
又
云

「
只
有
西
湖
似
西
子
」

(
先
生
の
詩
に
又
言
う
、

「
只
西
潟
の
酉
子
に
似
た
る
有
り
」
)
」

と
あ
る
。

泊
王
本
所
引

の
越
次
公
注
は

「
次
前
韻
答
馬
忠
玉
」

の
用
例
を
指
摘
す
る
の
み
で
あ
り
、

王
本
に
至
つ
て
は
こ
の
越
次
公
注
を
省
い
て
い
る
。

し
か

し
、
『
翰
苑
遺
芳
』
や
『
天
下
白
』
に
引
用
さ
れ
る

「
飲
湖
上
初
晴
後
雨
」
詩
に
対
す
る
越
次
公
注
で
は
、

「
次
公
注
云
、

此
先
生
新
意

新
句
也
、

「
故
懸
宛
持
一
潟
君
容
」
、

蓋
自
其
今
之
語
、
一
筋
故
事
也

(
次
公
注
に
云
う
、

此
れ
、

先
生
の
新
意
、
新
句
な
り

「
故
に
応
に

宛
転
君
が
為
に
容
や
つ
く
る
べ
し
」
、

蓋
し
其
の
今
の
語
に
自
り
て
、

故
事
と
為
す
な
り
)
」

と
あ
る
通
り
、

問
書
に
引
用
さ
れ
る
越
次
公

注
は
ほ
か
の
テ
キ
ス
ト
に
見
ら
れ
な
い
。

従
っ
て
、

両
書
に
見
え
る
越
次
公
注
は
、

諸
注
本
よ
り
も
詳
細
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

ろ
う
。⑤ 

詩
歌
全
体
に
対
す
る
総
評

詩
語
や
詩
句
の
個
別
解
釈
は
部
分
的
な
理
解
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、

作
品
全
体
を
分
析
・
評
価
す
る
と
い
う
方
法
も
『
西
河
入

海
』
が
用
い
て
い
る
。

そ
の
担
い
手
は
主
に
『
一
韓
聴
書
』
で
あ
る
。

さ
き
に
挙
げ
た

「
飲
湖
上
初
晴
後
雨
」

詩
の
注
釈
の
最
後
に
付

さ
れ
て
い
る
『
一
韓
穏
書
』

の
総
評
を
見
て
み
よ
う
。

「
水
光
(
激
灘
晴
方
好
)
」

一
入
¥
、

ヱ
ノ

西
湖
に
遊
ト
キ
、

始
メ
ハ
晴
テ
、

西
湖
ノ
水
光
ガ
激
灘
シ
タ
ガ
、

ナ
ニ
ト
モ
、

面
白
、
ガ
、

ここ

イ

又

ア
ソ
コ
ニ
ハ
、

雨
ガ
フ
ル
ガ

ヤ
ラ
ウ
。

山
色
ガ
空
濠
ト
シ
タ
ガ
、

ナ
ヲ
、

面
白
ゾ
。

雨
、
ガ
フ
ラ
イ
テ
ハ
、

サ
テ
ゾ
。



コ
ノ
二
句
ハ
、

影
略
互
見
セ
ヨ
ゾ
。

欲

(
把
西
湖
比
百
子
)
」
、

サ
ル
程
ニ
、

此
ノ
西
湖
ヲ
バ
、

西
子
ニ
可
比
ゾ
。

ナ
ゼ
ニ
ト
云

/'-、

ノミ

西
子
ハ

天
然
美
人
ナ
レ
バ
、

淡
政
濃
抹
ガ

西
湖
ト
似
タ
程
ニ
ゾ
。

西
子
天
然
ノ
美
人
ナ
レ
パ
、

淡
紋
ノ
ウ
ス
ケ
ハ
イ

ノ
時
モ
ウ
ツ
ク
シ
ク
、

又
、
濃
抹
ノ
コ
イ
紋
ノ
時
モ
ウ
ツ
ク
シ
イ
ゾ
。

サ
ル
程
ニ
、

西
淑
ノ
面
ノ
、

雨
フ
ル
モ
、
晴
モ
ヨ
イ
ガ
如

ナ
ゾ
。

是
ガ
波
ガ
新
意
ゾ
。

『
一
一
韓
聴
書
』

の
総
評
は
諸
家
の
注
釈
を
踏
ま
え
つ
つ
、

分
か
り
ゃ
す
い
言
葉
で
一
匂
ず
つ
説
明
し
、

詩
歌
全
体
の
意
味
を
解
説
し

た
上
で
、

自
身
の
判
断
を
示
し
て
い
る
。

ま
た

異
説
が
あ
る
場
合
に
は
、

吋
一
山
河
入
海
』
に
一
政
収
の
他
の
注
釈
の
得
失
に
つ
い
て
も

分
析
を
加
え
て
い
る
。

特
に
、

総
評
の
最
後
に

「
日
疋
ガ
域
ガ
新
意
ゾ

と
強
調
し
て
、

こ
の
作
品
の
最
も
優
れ
た
と
こ
ろ
を
説
き
出
し

て
い
る
。

『
西
河
入
海
』

の
注
釈
の
特
色

中
国
の
伝
統
的
な
詩
歌
解
読
は
、

主
に
注
釈
・
詩
評
・
詩
話
・
批
点
の
四
つ
の
パ
タ
!
ン
に
分
け
ら
れ
る
が
、

『
西
河
入
海
』

は
そ

れ
ら
を
兼
ね
た
性
質
を
持
ち
、

一
種
の
総
合
的
な
注
釈
体
例
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。

一
方
で
、

伺

の
作
者
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

四
種
の
注
釈
書
を
集
め
て
編
者
の
注
釈
や
案
語
も
付
け
加
え
た
も
の

で
あ
る
故
に
、

相
違
す
る
点
も
あ
れ
ば
、

共
通
し
て
い
る
点
も
あ
る
。

た
と
え
ば
、

『
天
下
白
』
、

及
び
『
一
韓
聴
書
』
に
お
け
る
引
書

資
料
は
ほ
か
の
二
書
に
比
べ
て
引
用
す
る
量
も
多
く
、

書
物
の
種
類
の
幅
も
広
い
点
に
お
い
て
相
違
し
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て

「一長

篇
分
段
」

な
ど
の
点
に
お
い
て
は
、

四
書
の
注
釈
書
に
お
い
て
一
貫
し
て
み
ら
れ
る
。
瑞
一
浜
原
鳳
は

「
刻
格
子
瑞
一
民
挫
説
叙
」

に
お
い

刊
保
持
注
釈
書
と
し
て
の
『
山
河
入
海
』
(
王
)

ハ
五
頁



筑
波
中
国
文
化
論
議
第
三
十
三
号

。
1m 

六
六
t

貝

て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

長
篇
分
段
蓋
擬
越
次
公
社
詩
之
解
也
。

題
渉
繋
詞
則
摘
首
尾
雨
三
字
、

市
中
間
安
止
一
字
、

異
論
則
先
血
中
諸
説
而
至
末
判
其
優
劣
、

蓋
顔
師
古
注
『
漢
書
』
之
法
也
。

至
於
未
易
決
日
疋
耶
非
、

蓋
王
伯
大
注
韓
集
之
例
出
。
義
有

則
故
諸
説
並
奉
耳
。
若
不
可
有

異
論
、

則
惟
二
一
義
市
止
失
。
或
存
不
善
之
説
、
財
此
亦
善
資
也
。
或
有
予
臆
決
、
則
標
刻
格
子
也
。
件
件
観
者
排
鷲
可
也

の
場
合
に
段
落
を
分
け
る
方
法
は
、
回
ゅ
う
に
越
次
公
の
『
(
杜
詩
先
後
)
解
』
を
真
似
て
い
る
。

(
長
篇

題
に
繋
詞
に
及
べ
ば
首
尾
の

思
う
に
王
伯
大
の

の
理
解
に
異
論
が
あ
れ
ば
先
に
諸
説
を
挙
げ
て
最
後
に
優
劣
を
判
断
す
る
の
は
、

う
。
是
非
が
判
断
し
難
い
場
合
に
は
、
す
な
わ
ち
諸
説
を
並
べ
る
の
み
で
あ
る
。

三
字
を
取
り
出
し
て
中
間
に
一
字
の
み
を
置
く
の
は
、

『
朱
文
公
校
昌
家
先
生
集
』

の
注
の
例
で
あ
る
。
意
味

思
う
に
顔
師
古
の
『
漢
書
』
注
の
方
法
で
あ
ろ

も
し
、

異
論
が
あ
っ
て
は
い
け
な
い
場
合
は
、

す
な
わ
ち
唯
だ
一
義
の
み
を
採
る
。
或
い
は
よ
く
な
い
説
を
保
留
す
る
こ
と
も
、

参
考
の
便
宜
を
図
っ
て
い
る
。
或
い
は
自
分
の

判
断
を
示
す
場
合
は

す
な
わ
ち

「
刻
堵
子
」

で
提
示
す
る
こ
と
と
す
る
。

こ
う
す
れ
ば
、
読
者
は
そ
の
す
べ
て
を
分
別
で
き
る

で
あ
ろ
う
よ
J

。

瑞
渓
周
回
胤
の
記
述
を
み
れ
ば
、

中
国
の
代
表
的
な
注
釈
の
方
法
を
真
似
て
お
り
、

い
作
品
の
場
合
に
段
落
を
分
け
て
そ
の
大
意
を

説
明
し
、

諸
説
を
並
べ
て
そ
の
優
劣
を
判
断
し
て
い
る
。

ま
た
、

異
説
を
併
存
す
る
同
時
に
、

独
自
の
見
解
を
先
行
注
釈
と
混
ざ
ら
な

い
よ
う
に
も
工
夫
が
み
ら
れ
る
。

こ
れ
は
『
挫
説
』
だ
け
で
な
く
、
『
天
下
白
』
や
『
一
韓
聴
書
』

の
注
釈
も
概
ね
同
様
で
あ
り
、

五

山
禅
僧
の
蘇
詩
注
釈
に
共
通
し
た
特
色
と
い
え
る
。

『
四
河
入
海
』

の
注
釈
と
中
国
の
注
釈
は
、

典
拠
の
注
釈
の
方
法
に
お
い
て
異
な
る
点
が
あ
る
。

た
と
え
ば
中
国
の
蘇
詩
注
釈
は
概



ね
必
要
な
部
分
だ
け
引
用
す
る
傾
向
が
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て

『
四
河
入
海
』

の
引
用
は
全
体
引
用
の
例
が
多
く
、

史
伝
と
仏
教
内
典

の
場
合
は
引
用
が
非
常
に
多
い
。

た
と
え
ば
、

『
西
河
入
海
』
巻
十
一
之
三
の

「
越
令
岡
市
女
窪
白
大
圏
幅
径
三
丈
」

詩
の
題
注
4
に
お
い

て
、
『
腔
説
』

lま

『
漁
隠
叢
話
後
集
』
巻
二
十
六
の

『
塾
苑
雌
黄
』

の
説
の
一
部
を
引
用
し
て
お
り
、

そ
の
次
に
『
天
下
白
』

は
も
う

回
引
用
し
て
か
ら

「
『
総
説
』
不
引
足
『
叢
話
』
末

故
並
記
之
」

と
述
べ
、
『
墾
苑
雌
黄
』

の
説
を
全
体
引
用
し
て
い
る
。

ま
た
、

巻
二
十
三
之
四
の

「
人
日
獄
城
南
、
命
日
者
十
人
、

以
身
軽
一
鳥
過
槍
急
首
門
人
呼
矯
韻
、
得
烏

」
詩
の
第
十
五
句
「
何
似
雷
将
軍
」

。コ

注
に
お
い
て
、

『
天
下
白
』

lま

司
新
唐
書
・
雷
寓
春
簿
』
を
引
用
し
て
か
ら
、

「
完
卿
注
不
引
足
、

故
以
本
惇
質
之
ょ
∞
」

と
述
べ
て
い
る
。

れ
は

『
四
河
入
海
』
が
講
義
録
で
あ
り
、

啓
蒙
的
な
一
面
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

ま
た
、

中
国
の
注
釈
書
に
は
あ
ま
り
見
え
な
い

『
四
、
河
入
海
』
に
特
有
の
注
釈
の
方
法
と
し
て
、

図
録
を
用
い
て
い
る
方
法
や
、
蘇

詩
を
和
一
語
で
解
説
す
る
と
い
う
方
法
、

即
ち
蘇
詩
国
字
解
ょ
唱
を
多
く
用
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

中
国
の
動
植
物
、

あ
る
い
は
m
荷
物
に
つ
い
て
、

文
字
か
ら
情
報
を
得
る
ば
か
り
で
は
、

な
か
な
か
想
像
し
難
い
。

そ
れ
故
に
五
山
禅

曲
目
斗
s

品、

J
1
1
1
y
 

図
録
や
類
比
の
方
法
で
視
覚
的
イ
メ
ー
ジ
を
創
造
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

五
山
、
禅
僧
の
引
用
す
る
資
料
、
或
い
は
彼
ら
自
身
が

作
成
し
た
図
録
が
あ
り

そ
れ
は
世
系
図
、
植
物
図
、

器
物
園
、

卦
図
、

天
文
図
、

地
理
図
の
六
種
類
に
大
別
で
き
る
。
蘇
詩
に
関
わ

る
人
物
が
多
い
た
め
、

世
系
留
が
あ
れ
ば
、

人
物
関
係
も
一
目
瞭
然
で
あ
ろ
う
。

『
回
、
何
入
海
』

で
は
、

「
活
仲
掩
世
系
図
ょ
。
」

宋
朝

世
系
図
鑑
凶
一
」

「
王
定
国
世
系
図
ゴ

「
蘇
氏
世
系
図
よ
い
」

「
程
氏
世
系
図

j

「
禅
僧
系
譜

t
」

「
東
林
系
譜
ゴ

「
雲
間
系
譜
」
な
ど
が
見
ら

れ
る
。

中
国
と
日
本
と
で
は
、

風
土
の
違
い
に
よ
っ
て
相
違
す
る
植
物
が
多
く
あ
る
。

そ
れ
を
説
明
す
る
た
め
に

五
山
禅
僧
は
『
大

全
本
草
場
凶
担
』
を
多
用
し
て
お
り
、
稀
に
そ
の
植
物
図
を
注
釈
に
入
れ
て
い
る
。

叩
荷
物
に
つ
い
て
、

植
物
と
同
じ
よ
う
に
文
字
で
は
説
明

J
μ

校
、
、
こ
〉
、

1
し
仲
田
夫
、

ν
十
J

J

g

「
古
銅
器
図
ゴ

「
織
錦
斑
磯
図
ょ

c

」
な
ど
の
引
用
が
見
え
る
。

天
文
や
『
易
』

の
卦
は
、

図
録
化
し
て
読
む
と
分
か
り

や
す
く
な
る
た
め
、

そ
の
引
用
も
よ
く
見
ら
れ
る
。

天
文
図
の
例
を
挙
げ
れ
ば
、

「
北
斗
七
星
之
図
ょ
一
」

「
二
十
八
星
宿
排
十
二
宮
図
ょ
J

蘇
詩
注
釈
書
と
し
て
の
『
山
河
入
海
』
(
王

ハ
七
頁
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な
ど
が
あ
り
、
卦
図
に
つ
い
て
随
所
に
見
え
て
い
る
よ
い

O

ま
た
、

地
理
図
に
つ
い
て
は

「
尭
制
五
服
図
三
」

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

蘇
詩
国
字
解
は
、

即
ち
分
か
り
ゃ
す
い
和
一
一
誌
で
臼
本
の
事
物
を
挙
げ
て
、

中
国
の
事
物
を
解
説
す
る
方
法
で
あ
り
、

既
知
の
情
報
を

以
て
未
知
の
情
報
を
伝
え
る
手
段
で
、

や
や
通
俗
的
な
嫌
い
が
あ
る
が
、

読
み
手
に
と
っ
て
は
印
象
的
な
方
法
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

な

お
、
蘇
詩
国
語
解
の
具
体
的
な
手
段
と
し
て
は
五
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

A 

諺
語
・
僅
語
の
多
用

B 

実
物
の
日
本
化

C 

人
物
の
類
比

D 

連
歌
に
よ
る
異
域
文
学
の
対
話

E 

抽
象
概
念
の
通
俗
化

五
つ
の
手
段
の
い
ず
れ
も
多
く
用
い
ら
れ
、

詳
細
に
分
類
・
分
析
す
る
に
は
紙
幅
を
費
や
す
た
め
、

い
ま
は
指
摘
す
る
に
止
め
て
別

稿
で
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。

ま
た
、
朱
・
墨
点
は
『
西
河
入
海
』

の
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
意
味
の
解
釈
や
異
説
を
併
存
す
る
特
殊
な
方
法
と
し
て
の
働
き
が
顕

「
此
点
甚
不
可
ゴ
な
ど
評
価
や

「
此
点
可
也
ま
」

「里中一占小ハ

『
績
翠
』
之
義
:
:
:
朱
点
ハ
北
禅

著
で
あ
る
。
『
四
一
例
入
海
』
に
お
い
て
、

之
義
さ
」

な
ど
の
よ
う
な
異
説
の
併
記
が
よ
く
見
ら
れ
る
。

中
田
氏
は

「
古
活
字
版
「
四
河
入
海
」

に
記
入
さ
れ
た
る
訓
点
に
つ
い

て」

に
お
い
て
、

「
一
部
点
の
記
入
と
、

講
抄
の
口
語
と
が
、

分
か
ち
難
い
関
係
で
あ
り
、

講
抄
の
口
語
は
、

い
か
に
蘇
詩
を
訓
読
す
る

か
を
問
題
に
し
て
い
る
場
合
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
朱
・
墨
の
一
訓
点
に
つ
い
て
注
意
し
な
い
と
、

講
述
抄
説
明
が
、

一
体
何
を
述
べ
て



河
入
海
の
口
語
資
料
と
す
る
が
如
き
は
、

い
る
か
理
解
で
き
な
い
結
果
と
な
っ
て
く
る
。
時
に
は
全
く
解
意
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

学
問
の
堕
落
と
い
う
ほ
か
は
な
い
ゴ
と
述
べ
て
お
り
、

そ
う
し
た
意
味
理
解
を
全
く
無
視
し
て
、

『
西
河
入
海
』
訓
点
の
重
要
性
を 四

強
調
し
た
。

ま
た
更
に

「
四
河
入
海
に
お
い
て
は
、
朱
・
墨
点
の
記
入
の
な
い
も
の
は
、

未
完
成
品
で
あ
り
、

そ
れ
で
は
、

口
語
抄

と
し
て
も
解
義
で
き
な
い
部
分
を
到
る
と
こ
ろ
に
生
じ
る
。

誠
に
残
念
極
ま
る
。

そ
れ
の
み
で
な
く
、

そ
う
し
た
記
入
の
な
い
古
活
字

版
を
引
用
す
る
こ
と
は
、

こ
の
方
面
の
学
問
を
誤
ら
せ
る
結
果
に
な
る
。
朱
・
墨
の
記
入
の
な
い
本
は
、

有
害
で
あ
る
」

と
言
語
研
究

に
お
け
る
訓
点
の
重
要
性
を
繰
り
返
し
警
告
し
て
い
る
。

蘇
詩
を
研
究
す
る
場
合
、
朱
・
墨
点
付
き
の
テ
キ
ス
ト
を
用
い
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。

言
語
研
究
の
み
な
ら
ず
、
蘇
詩
研
究
の
領
域
で
も
『
四
河
入
海
』
を
用
い
て

お
わ
り
に

以
上
、
蘇
詩
注
釈
書
と
し
て
の

『
四
河
入
海
』
を
蘇
詩
注
釈
の
歴
史
的
な
流
れ
に
置
い
て
、

そ
の
体
例
や
特
色
を
概
括
的
に
論
じ
て

き
た
。

日
本
の
蘇
詩
注
釈
の
集
大
成
し
た
『
西
河
入
海
』
は
そ
の
分
量
が
膨
大
な
だ
け
で
な
く
、

つ
の
体
系
性
を
有
し
た
注
釈
理
念

が
備
わ
っ
て
い
る
。

ま
た

『
西
河
入
海
』
に
引
用
さ
れ
る
南
宋
の
侶
注
は
、

中
国
で
は
伎
に
散
逸
し
た
も
の
が
多
く
あ
る
た
め
輯
侠

資
料
と
し
て
の
価
値
も
高
い
。

ま
た
、

『
白
河
入
海
』

は
四
種
類
の
注
釈
書
か
ら
な
っ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、

編
纂
者
の
笑
雲
清
三
の
注
釈
も
あ
る
。

更
に
ま
た

数
多
く
の
先
行
注
釈
書
の
引
用
も
あ
る
。
本
稿
で
は
、

『
西
河
入
海
』
を
概
説
し
た
だ
け
で
、

『
四
河
入
海
』

の
全
体
を
考
察
す
る
に
は

ま
だ
ま
だ
不
充
分
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
『
翰
苑
遺
芳
b

『
腔
説
』
『
天
下
白
』
『
一
韓
聴
童
日
』

の
図
書
に
対
す
る
個
別
研
究
、

及
び

題
注
、

典
故
、
校
勘
、

詩
語
・
詩
句
の
解
釈

部
点
、

国
字
解
な
ど
の
細
部
研
究
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

蘇
詩
注
釈
蓄
と
し
て
の
『
凶
何
人
海
』
(
王

六
九
頁
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主
要
参
考
文
献

笑
雲
清
三
編
、

中
田
祝
夫
解
説
『
四
河
入
海
』
、
勉
誠
社
、

一
九
七

0
1
一
九
七
二

孔
凡
礼
『
蘇
献
詩
集
』
、

中
華
書
局
、

九
八

劉
尚
栄
吉
鮮
戦
著
作
版
本
論
叢
』
、

巴
萄
童
自
社
、

一
L
i
k
t
-
、

一
J
，
ノ
1
1
/
l
Iノ

王
友
勝
『
蘇
詩
研
究
史
稿
』
修
訂
版
、

中
華
書
局
、

二

O
一
O

祝
尚
童
日
『
宋
人
別
集
叙
録
』
、

中
華
書
局
、

九
九
九

顧
易
生

「
『
蘇
執
詩
集
合
注
』
前
一
一
一
一
口
」

上
海
古
籍
出
版
社
、

(
黄
任
朝
・
朱
懐
春
点
校
、

江
蘇
教
育
出
版
社
、

曽
秦
荘
他
『
蘇
軟
研
究
史
』
、

。。

向
嶋
成
美
・
高
橋
明
郎

「
蘇
軟
の
生
涯
と
そ
の
作
品
集
」

(
『
唐
宋
八
大
家
読
本
』

小
川
環
樹
・
倉
田
淳
之
助
『
蘇
詩
侠
注
』
、

一
九
六
五

二
O
O
二

五、

明
治
書
院
、

ヱ
本
稿
で
は
、
『
四
河
入
海
』
や
蘇
詩
を
多
く
引
用
す
る
た
め
、

そ
の
底
本
を
示
し
て
お
く
。
一

υ

四
河
入
海
』
に
つ
い
て
は
、

一
九
八
二
年

書
館
所
蔵
の
古
木
活
本
の
リ
プ
リ
ン
ト
版
を
用
い
る
。
蘇
詩
は
孔
凡
礼
点
校
の
『
蘇
軟
詩
集
』
(
中
華
書
局
、

そ
の
他
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
適
宜
当
該
箇
所
に
示
す
。

* N 

『
四
河
入
海
』
第
十
二
冊
、

一
二
五
頁
。

一
O
七一

1
一

よ
清
文
堂
、

一
九
七
一
年
。

七

O
頁

二

O
O
四
年
に
所
収
)

中
田
祝
夫
整
理
の
国
立
国
会
図

と
す
る
。
引
用
す
る
際

ま
た



ぷ
当
該
蓄
の
凡
例
に

「
底
本
は
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
で
あ
る
が

後
世
の
補
写
と
思
え
る

「
巻
一
之
一
」

及
び
脱
葉
と
思
え
る

「
巻
十
八
之
三
」

四
二
丁

葉
は
土
井
忠
氏
蔵
本
で
補
っ
た
」

と
あ
る
。

よ
小
川
環
樹
・
山
本
和
義
『
蘇
東
城
詩
集
』
、
筑
摩
書
房
、
第
一
冊
、

一
九
八
三
年
、
第
二
冊

一
九
八
四
年
、
第
三
冊

九
八
六
年
、
第
四
冊

九
九

O
年
。

ぷ
王
水
照
氏
は
つ
鯨
軟
』
(
上
海
古
籍
出
版
社

一
九
八
一
年

の
日
本
語
版
(
山
田
倍
平
訳

日

出
版

一
九
八
六
年
)
σ〉

「
自
序
」

及
び

「
蘇
軟
作
品

初
伝

E
本
考
」

『
湘
浬
師
範
学
続
学
報
』
(
社
会
科
学
版

一
九
九
八
年

O
二
期
に
所
収

に
お
い
て
、
厳
紹
翠
・
王
暁
平
は
『
中
忠
文
学
在
日
本
』
(
花
城

出
版
社

一
九
九

O
年
、
第
九
十
二
頁
)

に
お
い
て
『
四
河
入
海
』
に
言
及
し
て
い
る
。

中
国
で
初
め
て
『
四
何
人
海
』
を
紹
介
し
た
論
文
は
池
津
滋
子
氏
の

「
『
四
河
入
海
』
!
日
本
田
僧
的
東
城
詳
注
l

」

『
宋
代
文
化
研
究
』

二

0
0
0
年

O
O
期
に
所
収

で
あ
る
。

ミ
明
に
生
き
た
散
文
家
の
茅
坤
の
次
男
の
茅
維
は

「
出
玉
木
」

の
内
容
か
ら
体
裁
に
至
る
ま
で
大
き
な
改
震
を
加
え
た
。

た
と
え
ば
、

元
来
の
二
十
五
巻
を

三
十
二
巻
に
し
た
こ
と
や

七
十
八
円
類
を
三
十
門
類
に
変
更
し
た
ほ
か

古
い
注
釈
を
十
万
余
字
削
除
し

注
釈
者
の
氏
名
を
変
更
す
る
な
ど
し
て
、

、、.
3
h
v
 

た
ず
ら
に

「
旧
王
本
」

本
来
の
姿
を
失
わ
せ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

清
の
康
照
三
十
七
年
、
新
安
の
朱
従
延
は
、

茅
維
の
テ
キ
ス
ト
を
底
本
に
し
て
、

1讃

注
本
を
刊
行
し
た
際
に

「
酬
和
」

と

「
酬
答
」

の
二
類
を

類
に
し

二
十
九
円
類
と
し
た
。

こ
れ
が
す
な
わ
ち
『
四
庫
全
書
』

の
成
本
と
な
る
テ
キ
ス
ト

で

こ
の
テ
キ
ス
ト
が

王
本

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。

出
王
本
は
商
宋
の
注
釈
者
の
旧
注
を
多
く
参
照
し
て
い
る
た
め
、

注
釈
蓄
と
し
て
は
王
本
よ

り
価
値
が
高
い
。

* αコ

『
施
注
蘇
詩
』
は
『
四
産
全
書
』
に
著
録
さ
れ
て
お
り
、

部
長
十
衡
の
注
釈
は
、

部
注
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

ま
た
、

清
の
査
慎
行
は
『
施
注
蘇
詩
』
に
基
づ

い
て

合
鮮
詩
補
注
』
五
十
巻
を
編
集
し
た
。

査
氏
の
注
釈
は
査
注
と
呼
ば
れ
る
。

更
に
ま
た
、

主
〔
行
〉

f
p
J
f
J
W
召
十
品
、

、j
o

。1
ド
μ
γ
μ
何
T
I
I

類
注
、
施
注
、

百1)
注

査
注
を
合
わ
せ
て
、

『
蘇
文
忠
詩
合
注
』
五
十
巻
を
編
集
し
、

高
氏
の
注
釈
は
、
摺
案
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

こ
の
系
統
の
テ
キ
ス
ト
が
、

合
注
本
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。

1青
σ〉

王
文
詰
は
、

合
注
本
に
大
き
な
修
訂
を
行
い
、
『
蘇
文
忠
公
詩
編
注
集
成
』
四
十
六
巻
を
編
集
し
た
。

王
文
誌
は

各
巻
の
冒
頭
、
に

「
総
案
」

を
付
し
て
お
り

特
に
蘇
詩
の
作
詩
年
代
に
関
す
る
考
-
証
を
主
と
し
て
い
る
。

王
文
詰
の
注
釈
は
詰
案
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

な
お

ー
し

1
し

i
し
一
1
H
L
J
~
1
j

z
j
E
ノム子
i
t
けがレ

σ
『
蘇
戦
詩
集
』
(
中
華
書
局

蘇
詩
注
釈
書
と
し
て
の
『
山
河
入
海
』
(
王

七
一
一
良
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七
二
頁

一
九
八
二
年
)

は
『
蘇
文
忠
公
詩
編
注
集
成
』
を
成
本
と
し
、

張
志
烈
・
馬
徳
富
・
周
硲
措
編
古
蘇
戦
全
集
校
注
』
(
河
北
人
民
出
版
社
、

二

O
一
O
年
)
。〉

詩
歌
の
箇
所
は

孔
凡
札
氏
の
『
蘇
紙
詩
集
』
を
底
本
と
し
て
修
訂
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
岩
垂
中
一
一
忠
徳
・
釈
清
澄
・
久
保
天
随
訳
註
の
『
蘇
東
域
全
詩
集
』

(
留
民
文
庫
刊
行
会

一
九
三

O
年
)

及
び
小
川
環
樹
・
山
本
和
義
両
氏
の
『
蘇
東
城
詩
集
』
〈
五
四
冊
(
全
十
六
巻
)

は
、
合
注
本
系
統
の
テ
キ
ス
ト
を
底
本

と
し
、
黄
任
制
・
朱
懐
春
点
校
の
『
蘇
軟
詩
集
合
注
』
(
上
海
古
籍
出
版
社
、

一
O
O
一
年
)

も
問
様
で
あ
る
。

* ¥。

『
西
河
入
海
』
第
一
冊
、

問
。
一
頁
。

ご
C

『
西
河
入
海
』
第
三
冊
、

五
三
一
一
良
。

三
一
『
蘇
軟
詩
集
』
巻
三
十
八
。

J
N
焦
雪
は
惟
肖
得
厳
の

「
東
坂
詩
抄

を
、
北
禅
は
瑞
渓
期
間
胤
の
『
挫
説
』
を
指
し
て
い
る
。

Jω
査
慎
行
『
蘇
詩
補
注
』
巻
三
十
八

四
庫
本
。

ご
h
F

『
蘇
執
詩
集
』
巻
十
三
。
『
四
何
人
海
』
第
四
冊
、
六
八
三

1
六
九
二
頁
。

Jω

『
時
代
別
国
語
大
辞
典
』
室
町
時
代
編
(
四

門
ノ

J
時
中
品
川
品

/υh初
ハ
吾
氏

室
町
時
代
語
辞
典
編
集
委
員
会
編

三
省
堂
、
二

0
0
0
年、

一
七
三
頁
)

で
は

「
デ
マ
リ
」

lま

コ
ア
モ
マ
レ
」

円
ノ
ム
.
似
山
山
ん
叶
ゾ
ノ
メ
y

r
h
v
o守

ORι

羽ハ

「
デ
マ
レ
」
が
さ
ら
に
変
化
し
て
由
来
し
て
お
り

コ
ア
モ
」

の
強
調
形
と
し
て
口
語
で
用
い
た
が
、

用
例
は
ほ
ぼ
抄
物
文
献
に

限
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

三
小
『
部
氏
関
見
後
録
』
巻
十
九

中
華
書
局

一
九
八
三
年

三
寸
『
蘇
軟
詩
集
』
巻
三
十
七
。

J
∞
詳
し
く
は
浅
見
洋
二
氏
の

「
校
勘
か
ら
生
成
論
へ
l

宋
代
の
詩
文
集
注
得
、

特
に
蘇
黄
詩
注
に
お
け
る
異
蹟
・
石
刻
の
活
用
を
め
ぐ
っ
て
」

(
『
東
洋
史
研

究
』
六
十
八

二
O
O
九
年
、

三
回
一
六
九
頁

を
参
照
さ
れ
た
い
。

ご
。
『
山
河
入
海
』
で
は

「
本
集
」
或
い
は

「
集
本
」

と
呼
ぶ
。

用
例
は
第
三
冊

六
二
二
頁

一
O
二
回
頁
、

第
九
冊
、

六
九
九
頁
な
ど
、
多
数
あ
る
。

J
C
『
東
域
文
集
』
を
以
て
詩
集
を
校
勘
す
る
例
は
、
『
四
河
入
海
』
第
二
冊
、

八
四
五
頁
な
ど
、
多
く
見
ら
れ
る
。



* N 

『
四
河
入
海
』
第
一
冊

M
T
M
M
 

『
四
河
入
海
』
第
一
冊
、

恭一

N
凶

『
盟
問
入
海
』
第
七
冊
、

品
内
一

N
h
+

『
白
河
入
海
』
第
二
冊
、

V
T
M
U
 

『
四
河
入
海
』
第
六
冊

特一
N
Aい

『
白
河
入
海
』
第
一
冊
、

V
T
M
吋

『
白
河
入
海
』
第
一
冊
、
六

V
T
M

∞
 『
白
河
入
海
』
第
九
冊
、

恭一
N
ゆ

『
白
河
入
海
』
第
七
冊
、

恭
一

ω
C

『
回
向
入
海
』
第
七
冊
、

* υJ 

『
回
向
入
海
』
第
四
冊

品パ
w
M

『
四
河
入
海
』
第
五
冊

恭
一
凶
い

『
白
河
入
海
』
第
六
冊

MT
一凶
h
H

『
山
河
入
海
』
第
十
一
冊
、

恭
一

w
凶

『
四
河
入
海
』
第
二
冊

品
h

一
凶
小

『
四
河
入
海
』
第
七
冊
、

後
一

ω
斗

『
白
河
入
海
』
第
六
冊

V

干
の
凶
∞

『
四
河
入
海
』
第
七
冊

恭一

ω

。
『
西
河
入
海
』
第
一
冊
、

タ
品
。

『
西
河
入
海
』
第
六
冊

九
九

O
頁
、
第
三
冊
、
六

一
頁
な
ど
。

五
八
七
頁

五
九
七
頁
な
ど
。

九
五
頁
な
ど
。

二
七
一
真
な
ど
。

八
六
一
一
員
な
ど
。

八

O
五
頁
な
ど
。

頁
な
ど
。

八
三
五
頁

一
O
四
六
頁
な
ど
。

一一二

O
真
、
第
八
冊
、
一
二

O
一
一
員
、
第
九
冊

ー七

一
頁
な
ど
。

九
六
六
頁
な
ど
。

七
七
八
頁

第
十
冊

一
四
六
頁
な
ど
。

二
二
八
頁
な
ど
。

九
真
。

八
九
三
頁
。

一
r
員。

九
八
二
頁
。

九
五
頁
。

四
六
回
頁
。

四
八
一
頁
。

蘇
詩
注
釈
書
と
し
て
の
『
凶
河
入
海
』
(
王
)

八
二
頁
な
ど
。

七
三
頁
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i担

七
回
頁

* ム

『
由
河
入
海
』
第
七
冊
、

五
八
五
頁
。

必ハム
M

『
四
河
入
海
』
第
九
冊

八
六
一
頁
。

u
f
h
仏

ω

『
西
河
入
海
』
第
十
一
冊
、

九
頁
。

品
♂
品
h
H

『
凶
河
入
海
』
第
一
冊
、
六
三
頁
。

V
T
a
品
凶

『
蘇
戦
詩
集
』
巻
九
。

品
h
h
品
小

『
四
何
人
海
』
第
一
冊
、
六
一
頁
。

-
片
品
斗

『
四
河
入
海
』
第
六
冊

二
三
五
頁
。

V
T
h仲
間
山

『
四
河
入
海
』
第
十
一
冊

八
四
八
頁
。

時
ふ
mw

『
漢
籍
国
字
解
全
書
』
(
早
稲
田
大
学
編
輯
部
、

一
九
二
六
年

第
四

i
五
頁
)
第
一
巻
の

「
緒
言
」

早
稲
田
大
学
出
版
部
、

「
国
字
解
」

と
い
う
形

の
沿
革
に
つ
い
て

「
今
統
て
題
字
解
書
濫
腸
如
何
と
考
ふ
る
に
、

之
を
推
理
の
上
よ
り
見
れ
ば
、

我
留
に
漢
文
の
盛
に
研
究
せ
ら
れ
旦
般
名
文
の
盛
に
行
は

れ
た
る
平
安
時
代
に
於
て
夙
に
其
萌
芽
を
発
し
た
る
べ
き
筈
な
れ
ど
も
、
今
之
を
文
献
に
徴
す
る
を
得
さ
る
が
故
に
鎌
倉
時
代
に
お
い
て
尼
将
軍
平
政
子
が
政

務
の
参
考
の
為
に
『
貞
観
政
要
』
の
蝦
名
文
を
書
か
せ
た
る
を
以
て
其
濫
携
と
看
倣
さ
ざ
る
を
得
ず
。
降
り
て
足
利
時
代
に
至
り
て
は
、

比
類
の
書
、

五
山
僧

徒
の
間
に
盛
に
行
は
れ
た
り
と
見
え

五
山
抄
と
し
て
停
へ
ら
る
る
も
の
の
少
か
ら
ざ
る
が
中
に
、
蘇
東
城
の
詩
集
を
講
述
し
た
る

「
西
湾
入
海
」
、
『
史

記
』
を
講
述
し
た
る

「
史
記
抄
」

の
如
き
大
部
の
書
籍
す
ら
あ
り
。

以
て
其
盛
況
を
推
す
べ
し
。
然
れ
ど
も
其
慶
く
行
は
れ
し
は
元
和
僅
武
以
蜂
に
あ
る
な

り
」
と
述
べ
て
い
る
。

恭一

W
C

『
四
河
入
海
』
第
一
冊
、
六

頁

発

v、

『
西
河
入
海
』
第
五
冊

七
回
二
頁
。

υ
T
凶一
N

『
四
河
入
海
』
第
五
冊

八
六
三
頁
。

V
T

凶
凶

『
四
何
人
海
』
第
二
冊
、
六

O
二
真
、
第
九
冊

一
O
七
七
真
、
第
十
冊

八
七
八
真
。

七
七
六
真
、
第
十
冊



恭
一
凶
ム

『
田
向
入
海
』
第
十
冊
、

品

d
u

『
四
河
入
海
』
第
三
冊
、

M
T
M
Aい

『
白
河
入
海
』
第
三
冊
、

品

411

『
四
湾
入
海
』
第
三
冊
、

品
内
凶
∞

『
白
河
入
海
』
第
七
冊
、

恭
一
凶
沼

『
白
河
入
海
』
第
六
冊

ごい
C

『
四
河
入
海
』
第
十
一
冊

* 0'¥ 

『
四
河
入
海
』
第
十
一
冊
、

品。

A
凶

M

『
盟
、
何
人
海
』
第
十
一
冊
、

持。ω
『
四
河
入
海
』
第
二
冊
、

ごい
h
p

『
四
河
入
海
』
第
一
冊
、

ゴ山凶

『
四
河
入
海
』
第
一
冊
、

ごい小

『
白
川
内
入
海
』
第
四
冊
、

後
九
山
、
1

『
西
河
入
海
』
第
二
冊
、

之山∞

『
四
河
入
海
』
第
十
二

mm
八
五
七
頁
。

九
頁
。

四
八
二
頁
。

四
八
六
頁
。

五
五
六
頁
、
第
八
冊

)¥. 

頁

九
六
一
頁
。

二
九
六
頁
。

一

O
八

O
頁。

一
O
四

1
一
O
五
な
ど
、
多
数
あ
る
。

四
八

0
1
四
八
一
頁
、
第
四
冊

四
一
七
頁
。

八
五
八
頁
な
ど
。

二
二
三
頁
な
ど
。

三
七
頁
。一

O
二
葉
。

蘇
詩
注
釈
書
と
し
て
の
『
四
河
入
海
』
(
王
)

一
O
一
二
七
頁
な
ど
。

(
筑
波
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
博
士
課
程
)

七
五
頁
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